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1.緒言 
著者は本研究においてびわこフィールド

の気温の季節変化を測定した。この研究に

より、びわこフィールドの気温がどの程度

の範囲にあるのかを知ることで、屋外スポ

ーツを行う際の参考となると考えた。 
 

2.研究方法 
測定対象は気温（℃）である。地面から

の熱を避けるために地面から 1.5ｍ上部の

ところに温度計を設置し、直射日光を避け

るために温度計をカップで覆い、風通しの

良い場所で測定をすることにした。いずれ

の温度計も建物の北西側の庇下に設置した。

測定地点はびわこフィールド，マルチフィ

ールド，および野外小屋である。 
 
3.結果と考察 
 気温の測定は、6 月から 12 月までの期間

をとおしておこなった。表 1 には、例とし

て 10 月の一ヶ月の最高、最低、および平均

気温を示した。びわこフィールドは、マル

チフィールドと野外小屋に比べて、気温の

上がり下がりが最も小さかった。この理由

として考えられるのは、びわこフィールド

の地面はポリウレタン製のポリマー材質

（以下タータンと略す）だけではなく、近

辺に天然芝と砂トラックがあり複合的であ

り、天然芝と砂は、水分を含むため、気温

の上昇をおさえる性質がある。 

表 1 3 測定地点における 2010 年 10 月の

気温の測定結果  
 最高 最低 平均値 
マルチ 36.5℃ 6.7℃ 18.7℃ 
びわこ 31.5℃ 7.3℃ 19.7℃ 
野外 34.8℃ 7.1℃ 18.7℃ 
マルチ；マルチフィールド，びわこ；びわ

こフィールド，野外；野外小屋. 
 
4.結言  

マルチフィールドは人工芝で、野外小屋

の地面は雑草が生えている。それらに対し

て、びわこフィールドの地面はタータンだ

けではなく、近辺に天然芝と砂トラックが

あり複合的である。天然芝と砂は、水分を

含むため気温の上昇をおさえる性質がある。

びわこフィールドが、本研究で最も寒暖の

差が少なくなった理由としては、天然芝お

よび砂トラックからなる複合的な地面によ

り緩衝されたと考えられる。 
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